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１
古
・
高
松
湾
と
木
太
町

古
・
高
松
湾
と
は

　

高
松
城
跡
と
庵
治
岬
を
突
端
と
し
、
大
き
く
南
に

湾
入
し
た
巨
大
な
入
江
の
こ
と
を
、
古
・
高
松
湾
と

呼
び
ま
す
（
図
１
）
。
新
川
・
春
日
川
・
香
東
川
な

ど
の
河
川
交
通
を
通
じ
て
、
高
松
平
野
と
瀬
戸
内
海

の
物
流
を
中
継
す
る
交
通
の
結
節
点
に
あ
た
り
、
湾

の
西
側
に
は
野
原
・
東
側
に
は
方
本
と
い
う
中
世
の

港
町
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
海
上
交
通
の
要

衝
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
木
太
町
の
林

道
周
辺
は
こ
の
湾
の
南
岸
部
に
相
当
し
ま
す
。
現
在

の
林
道
周
辺
は
か
な
り
内
陸
に
位
置
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
以
降
の
干
拓
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
回

の
ふ
る
さ
と
探
訪
で
は
、「
木
太
町
の
海
中
散
歩
」
と
題
し
て
、
古
高
松
湾
が
陸
地
化
し
た
過
程
を
辿
り
ま
す
。

海
が
媒
介
と
な
り
成
立
し
て
い
た
地
域
社
会
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
現
在
に
続
い
て
い
る
の
か
、
連
続

と
断
絶
の
痕
跡
を
追
跡
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

図１　古・高松湾（松本 2009 より）
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木
太
町
の
地
形

　

木
太
町
は
高
松
平
野
の
北
端
に
位
置
し
ま
す
。
東
か
ら
春
日
川
、
詰
田
川
、
御
坊
川
な
ど
の
河
川
が
北
流
し
、

町
域
の
南
部
は
扇
状
地
性
の
平
野
で
、
北
部
は
海
に
堆
積
し
た
三
角
州
や
人
工
的
な
海
の
埋
め
立
て
地

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

た
め
北
部
は
標
高
が
極

め
て
低
く
、
平
成
十
六

年
の
高
潮
で
は
、
大
き

な
浸
水
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
一
見

し
て
平
坦
地
で
あ
る
こ

の
地
区
が
か
つ
て
古
・

高
松
湾
と
呼
ば
れ
た
入

江
を
埋
め
立
て
た
低
地

で
あ
る
こ
と
を
示
す
事

例
で
す
。

図２　木太町防災ハザードマップ
２



図３　古・高松湾　イラスト（香川県立歴史博物館 2007）

図４　木太町周辺の埋蔵文化財包蔵地分布図

遺跡の空白地帯

３



２　

木
太
町
周
辺
に
残
る
湾
岸
の
遺
跡

　

長
尾
街
道
よ
り
も
北
側
の
範
囲
に
は
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
＝
遺
跡
）
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
図
４
）
。

こ
れ
は
、
基
本
的
に
中
世
以
前
の
生
活
の
痕
跡
を
遺
跡
と
し
て
登
録
し
て
い
る
た
め
で
す
が
、
空
白
域
は
古
・

高
松
湾
の
範
囲
と
概
ね
合
致
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
湾
を
取
り
囲
む
範
囲
に
展
開
す
る
遺
跡
・
旧
跡
を
巡
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

八
坂
神
社

　

八
坂
神
社
は
木
太
町
本
村
に
所
在
す
る
神
社
で
、
明
治
時
代

ま
で
は
入
江
神
社
と
呼
ば
れ
る
、
木
田
郡
の
大
社
で
し
た
。
元

禄
六
（
一
六
九
三
）
別
当
寺
で
あ
る
真
福
寺
の
僧
龍
宣
が
記
し

た
「
入
江
神
社
記
」
に
よ
る
と
、
正
暦
元
（
九
九
〇
）
年
、
尾

張
か
ら
牛
頭
天
王
が
甕
と
と
も
に
楠
の
い
か
だ
に
乗
っ
て
漂
着

し
、
神
の
現
れ
た
地
と
し
て
祠
を
建
て
た
の
が
八
坂
神
社
の
始

ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
当
地
が
か
つ
て
古
・
高
松
湾
に
面
し
た
入

江
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
伝
承
で
す
。

写真１　八坂神社拝殿（真福寺から移築）
４



木
太
町
の
由
来

　

木
太
と
い
う
地
名
が
は
じ
め
て
確
認
で
き
る
の
は
、
延
長
年
間
（
九
二
三
～
九
三
一
）
の
『
和
名
抄
』
で
、

讃
岐
国
山
田
郡
の
一
郷
と
し
て
「
喜
多
」
と
記
さ
れ
ま
す
。
地
名
の
由
来
と
し
て
、
八
坂
神
社
の
縁
起
に
、

牛
頭
天
王
が
乗
っ
て
き
た
楠
の
い
か
だ
が
芽
を

出
し
、
瑞
兆
と
し
て
「
喜
多
」
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
う
ち
木
が
太
く
育
っ
た
の
で
「
木
太
」
と

し
た
、
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋

嶋
城
の
城
田
で
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
で
あ
る
と

す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

木
太
中
村
遺
跡

　

福
岡
三
谷
線
の
工
事
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
さ

れ
た
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で

の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
重
要
な
成
果
と

し
て
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
遺
構
・
遺
物
が
確

写真２　北中村遺跡出土弥生土器
５



認
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
弥
生
時
代
当
時
の
海
岸
線
は
少
な
く
と
も
こ
の
遺
跡
よ
り
も
北
側
に

位
置
し
た
こ
と
を
示
す
確
実
な
証
拠
で
す
。
ま
た
、
中
世
に
は
樟
葉

型
の
黒
色
土
器
と
呼
ば
れ
る
、
大
阪
産
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、

瀬
戸
内
海
を
通
じ
た
流
通
の
一
端
を
示
す
資
料
で
す
。
現
在
は
道
路

と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
車
両
が
遺
跡
の
上
を
行
き
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　白

山
神
社
古
墳

　

白
山
神
社
古
墳
は
木
太
南
小
学
校
の
東
側
に
位
置
す
る
古
墳
で
、

現
在
は
古
墳
の
上
に
白
山
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
松
市
教
育

委
員
会
の
発
掘
調
査
で
、
直
径
十
一
～
十
二
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
盗
掘
に
よ
り
副
葬
品
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
埋
葬
施
設
（
竪
穴
式
石
室
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

白
山
神
社
古
墳
は
標
高
二
～
三
ｍ
程
度
の
低
地
に
位
置
し
ま
す
。
古
・

高
松
湾
の
沿
岸
部
を
行
き
交
う
人
々
に
対
し
て
見
せ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

写真３　木太中村遺跡（右端がことでん長尾線林道駅付近）

６



向
城
・
神
内
城
・
松
縄
城

　

向
城
は
木
太
町
向
井
に
所
在
す
る
中
世
の
城
跡
で
、
向
井
城
あ

る
い
は
真
鍋
城
と
い
っ
た
呼
称
も
あ
り
ま
す
。
現
地
に
は
土
塁
状

に
一
段
高
い
地
形
が
残
っ
て
お
り
、
城
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
城
主
は
真
鍋
氏
で
、
戦
国
時
代
の
当
主
真
鍋
祐
主

(

す
け
ぬ
し)

・
祐
重(
す
け
し
げ)

親
子
は
、
香
西
氏
の
配
下

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
子
の
祐
重
は
長
宗
我
部
氏
の
讃
岐

侵
攻
や
、
朝
鮮
出
兵
で
武
功
を
挙
げ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い

ま
す
。
「
南
海
治
乱
記
」
に
よ
る
と
、
向
城
は
溝
と
堀
で
囲
ま
れ

た
堅
固
な
城
で
あ
っ
た
こ
と
、
出
陣
に
際
し
て
は
３
０
０
人
を
率

い
、
近
畿
地
方
へ
出
兵
す
る
と
き
は
２
０
０
人
、
讃
岐
の
中
な
ら

ば
５
０
０
人
を
動
員
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

神
内
城
は
別
名
木
太
城
と
も
い
い
、
現
在
の
木
太
南
小
学
校
周

辺
が
城
跡
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
小
学
校
の
南
を
流
れ

写真４　白山神社古墳の竪穴式石室
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る
宮
川
は
鍵
形
に
曲
が
っ
て
お
り
、
か
つ
て
堀
跡
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
城
主
は

植
田
氏
の
一
族
神
内
氏
で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
神
内
景
之
・
清
定
親
子
が
十
河
氏
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

神
内
氏
の
本
拠
地
は
も
と
も
と
西
植
田
で
し
た
が
、
十
河
氏
の
配
下
で
あ
っ
た
時
、
植
田
に
三
百
石
、
木

太
本
村
に
七
百
石
を
領
し
、
木
太
町
の
領
地
の
方
が
多
く
な
っ

た
た
め
、
移
住
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
内
城
周
辺

は
東
に
真
鍋
氏
の
向
城
、
西
に
宮
脇
氏
の
松
縄
城
と
、
香
西
氏

配
下
の
武
将
の
城
の
間
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
狭
い
範

囲
に
複
数
の
勢
力
が
入

乱
れ
る
状
況
は
、
古
・

高
松
湾
の
湾
岸
の
掌
握

を
巡
る
主
導
権
争
い
が

背
景
に
存
在
し
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

図５ 神内城跡推定範囲図（香川県教委 2003）

図６　湾岸周辺の城跡
８



３　

古
・
高
松
湾
の
開
拓

　

古
・
高
松
湾
の
入
江
で
あ
っ
た
木
太
町
の
北
部
が
、
現
在

の
よ
う
に
陸
地
化
す
る
の
は
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
で
す
。

戦
国
時
代
が
終
焉
し
、
侵
攻
に
よ
る
支
配
領
域
の
拡
大
が
不

可
能
に
な
る
と
、
近
世
大
名
の
ベ
ク
ト
ル
は
領
内
の
開
拓
に

向
か
い
ま
す
。

　

木
太
町
の
干
拓
は
生
駒
期
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
河
川
の
上

流
の
治
水
で
堤
防
が
き
ず
か
れ
、
土
砂
が
よ
り
下
流
に
集
中

す
る
こ
と
で
遠
浅
の
干
潟
が
で
き
、
さ
ら
に
防
潮
堤
を
築

く
こ
と
で
内
側
の
干
拓
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
寛
永
一
四

（
一
六
三
七
）
年
に
上
福
岡
町
か
ら
木
太
町
を
経
て
春
日
町
に

至
る
防
潮
堤
を
築
き
、
遠
浅
の
干
潟
を
干
拓
し
て
新
田
を
拓

き
ま
し
た
。
讃
岐
の
各
所
で
治
水
工
事
に
関
与
し
た
西
嶋
八

兵
衛
が
こ
の
工
事
に
も
携
わ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

図７　干拓の概要（木太町郷土誌を作る会 1995）
９



松
平
期
の
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
に
は
さ
ら
に
松
島
か
ら
西
潟
本
に
至
る
新
た
な
堤
防
（
コ
ト
デ
ン
志
度

線
の
南
側
）
を
築
き
、
さ
ら
に
新
田
を
拓
か
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
は
北
側
に
塩
田
が
拓
か
れ
、
現
在
の

木
太
町
の
北
端
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
以
降
の
干
拓
に
よ
り
、
古
高
松
湾
は
次
第
に
埋
め

立
て
ら
れ
、
湾
岸
の
地
形
が
木
太
町
か
ら
失
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

干
拓
の
痕
跡
を
示
す
木
太
町
の
地
名
（
図
８
）

　

長
尾
街
道
の
北
側
に
は
、
夷
、
高
須
、
洲
端
、

新
開
と
い
う
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
沿
岸
部
で
あ
っ
た
か
つ
て
の
地
形
や
新
た
な

開
拓
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
木
太
町

北
部
の
地
形
の
変
遷
を
物
語
る
証
拠
で
す
。

夷
神
社

　

長
尾
街
道
に
面
し
た
字
「
夷
」
に
位
置
す
る

神
社
。
『
全
讃
史
』
に
は
、
何
年
に
創
建
さ
れ
た

図８　周辺の字名と干拓（木太町郷土誌を作る会 1995）
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の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
寛
永
以
前
は
こ
の
地
は
入
江
で
漁
業
者
が
住
居
し
、
夷
神
社
が
あ
る
こ
と
、
寛
永

一
四
（
一
六
三
七
）
年
に
こ
の
地
以
北
を
干
拓
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
に
は
片
手
に
鯛
を
抱

え
た
恵
比
寿
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
干
拓
以
前
の
、
漁
労
が
可
能
で
あ
っ
た
沿
岸
部
の
痕
跡
と
し
て
現
在

も
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
田
三
代
の
墓

　

昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
に
発
見
さ
れ
た
、
増
田
休
意
親
子
三
代
の
墓
で
あ
る
。
菊
池
武
信
は
、
松
平

賴
重
・
賴
常
に
仕
え
て
讃
岐
の
史
跡
を
調
査
し
た
。
増
田
正
宅
（
ま
さ
い
え
）
は
武
信
の
次
男
で
、
奉
行
職

を
務
め
た
が
木
太
町
に
隠
棲
し
、
史
跡
の
調
査
を
続
け
た
。
増
田
雅
宅
（
も
と
い
え
）
休
意
は
、
祖
父
と
父

の
調
査
成
果
を
引
き
継
ぎ
、『
三
代
物
語
』『
新
撰
玉
藻
集
』
を
著
し
た
。
休
意
の
弟
の
菊
池
武
賢
（
た
け
ま
さ
）

は
、『
三
代
物
語
』
を
『
翁
媼
夜
話
（
お
う
う
や
わ
）
』
に
改
変
し
、
五
代
藩
主
賴
恭
（
よ
り
た
か
）
に
献
上

し
た
と
こ
ろ
、
『
讃
州
府
志
』
の
題
名
を
下
付
さ
れ
た
。
な
お
、
菊
池
武
賢
は
菊
池
寛
の
祖
先
に
あ
た
る
。

下
往
還

　

木
太
町
周
辺
の
干
拓
の
た
め
に
、
寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）
年
に
築
か
れ
た
堤
防
跡
を
整
備
し
、
慶
安
元
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（
１
６
４
８
）
年
に
開
通
し
た
東
讃
浜
街
道
（
志
度
街
道
と
も
）
の
別
名
で
す
。
東
讃
浜
街
道
は
、
高
松
城

下
の
常
盤
橋
～
松
島
～
爪
田
川
～
春
日
川
～
牟
礼
～
志
度
～
津
田
～
鶴
羽
～
町
田
～
三
本
松
～
白
鳥
～
引

田
～
馬
宿
を
通
る
街
道
で
す
。
な
お
、
上
往
還
は
長
尾
街
道
を
指
す
。
現
在
の
県
道
牟
礼
中
新
線
沿
い
の
旧

道
に
あ
た
り
ま
す
。
現
在
で
は
平
地
化
し
て
お
り
、
堤
防
の
痕
跡
を
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

西
嶋
八
兵
衛
頌
徳
碑

　

木
太
北
部
会
館
の
前
庭
に
平
成
五
年
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
で
す
。
地
域
の
成
り
立
ち
が
新
田
開
発
に
あ
る

こ
と
を
住
民
の
方
々
が
記
念
し
、
未
来
に
継
承
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

　

西
嶋
八
兵
衛

　

慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
、
遠
江
の
生
ま
れ
。
藤
堂
高
虎
の
家
臣
で
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
、
生
駒
藩

に
派
遣
さ
れ
、
後
に
高
松
藩
家
臣
と
な
り
ま
す
。
普
請
奉
行
・
郡
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
各
地
の
治
水
・
利
水

工
事
に
従
事
し
ま
し
た
。
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４　

古
・
高
松
湾
が
形
成
し
た
世
界

古
代
の
木
太
郷

　
　

『
和
名
抄
』
に
は
、
古
代
の
讃

岐
の
郡
と
し
て
、
大
内
・
寒
川
・
三

木
・
山
田
・
阿
野
・
鵜
足
・
那
珂
・

多
度
・
三
野
・
刈
田
の
十
一
郡
が
置

か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
太
町
は
こ
の
う
ち
山
田
郡
に
あ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
山
田
郷
に
は
殖
田
・

池
田
・
坂
本
・
蘇
甲
・
三
谷
・
田
井
・

拝
師
・
本
山
・
高
松
・
宮
所
・
喜
多

の
十
一
郷
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
喜

多
郷
に
は
木
田
村
・
夷
村
・
潟
元
村

の
３
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

図９　高松市の古代の郷名（渋谷 2009）
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判
っ
て
い
ま
す
。
喜
多
郷
は
も
と
も
と
餘
部
だ
っ
た
部
分
が
新
た
に
郷
に
な
っ
た
も
の
で
、
人
口
増
加
に
伴

い
新
た
に
郷
が
成
立
し
た
地
域
だ
と
い
え
ま
す
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
木
太
町
と
屋
島
西
町
の
潟
元

が
同
じ
郷
に
編
成
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
現
在
の
交
通
網
や
都
市
計
画
に
お
い
て
は
、
異
な
る
行
政
区
分
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
懸
隔
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
無
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
当
時
の
人
々
に
と
っ

て
は
こ
れ
が
当
然
の
行
政
区
分
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
古
代
の
行
政
区
分
は
、
や
は
り
古
・
高

松
湾
を
巡
る
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
証
拠
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
同
じ
山

田
郡
の
高
松
郷
も
、
古
高
松
村
・
新
田
村
・
東
潟
元
村
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
近
接
し
た
で
あ
ろ
う
潟
元
村

と
東
潟
元
村
が
異
な
る
郷
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
こ
れ
も
当
時
の
地
域
社
会
の
領
域
を
考
え
る

上
で
重
要
な
点
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
陸
地
の
連
続
性
よ
り
も
、
水
運
を
介
し
た
地
域
の
結
束
が
重
視
さ

れ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
甕
渕
と
清
水
神
社
の
甕
塚

　

御
坊
川
と
詰
田
川
の
合
流
地
点
に
あ
た
り
、
別
名
デ
ン
デ
ン
渕
と
も
呼
び
ま
す
。
三
甕
渕
の
名
称
は
、
景

行
天
皇
の
皇
子
神
櫛
王
が
讃
岐
の
国
司
と
し
て
赴
任
し
た
際
、
船
が
嵐
で
こ
の
場
所
に
流
さ
れ
、
難
破
し
そ

う
に
な
っ
た
が
、
神
櫛
王
は
宝
の
甕
３
つ
を
海
中
に
沈
め
、
荒
れ
狂
う
海
を
鎮
め
、
無
事
に
上
陸
し
た
と
す
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る
伝
承
に
由
来
し
ま
す
。
木
太
町
北
部
が
沿
岸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

ま
た
、
春
日
川
を
上
流
に
遡
っ
た
川
島
町
の
由
良
山
麓
に
所
在
す
る
清
水
神
社
で
は
、
甕
を
用
い
た
雨
乞

い
神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
神
事
に
用
い
る
甕
が
三
甕
渕
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
ま

す
（
『
全
讃
誌
』
）
。
沿
岸
部
か
ら
河
川
交
通
を
媒
介
に
内
陸
部
と
の
通
行
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
例

で
す
。

清
水
神
社
の
雨
乞
い
神
事

清
水
神
社
の
境
内
に
甕
塚
が
あ
り
、
中
に
甕
洗
い

神
事
で
用
い
る
甕
が
埋
納
さ
れ
て
い
る
。
干
ば
つ

に
際
し
た
雨
乞
い
神
事
が
不
定
期
に
行
わ
れ
て
お

り
、
最
も
新
し
く
は
平
成
２
４
年
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。
甕
塚
内
部
の
調
査
の
結
果
、
現
在
甕
塚
の

中
に
は
２
口
の
甕
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
甕
は
７

世
紀
頃
に
遡
る
須
恵
器
の
大
甕
で
あ
る
事
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

写真５　清水神社の甕塚出土の須恵器大甕
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写真５　清水神社の甕塚石室
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林道駅

白山神社古墳神内城跡
八坂神社

夷神社

向城跡

増田三代の墓

西嶋八兵衛頌徳碑

三甕淵

下往還

野天塩田跡

上往還
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６月２４日（日）復路

◆ことでん志度線　沖松島駅

◎　（瓦町方面） 

沖松島駅 (12：08 発、12：28 発、12：48 発 )

◎（琴電志度・大町方面） 

沖松島駅 (12：13 発、12：33 発、12：53 発）

次回のふるさと探訪は…

テ － マ　「六萬寺周辺を訪ねる」（予定）

　と　　き　平成３０年９月２３日（日）９：３０～正午頃

集合場所　未定

講　  師　小川　太一郎さん（高松市文化財保護協会副会長）

☆公共交通機関を御利用ください。

☆広報「たかまつ」９月１５日号に開催案内を掲載しております。

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０

分に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。

（電話が通じない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まり

ください。）



「ふるさと探訪」に参加される皆様へ

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のあ

る探訪としましょう。

１　交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。

　　（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、

道路の端を一列で歩きましょう。）

２　無理をせず、体調には十分気を付けましょう。

３　引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。

４　マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を

　　つけましょう。

５　文化財や自然を大切にしましょう。


